




























【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は①
地表すれすれを地表に落下することなく等速円運動で周回する最小速度（第一宇宙速度）
は、遠心力と万有引力（重力）のつり合い式 m(v0^2/R)＝mg より、v0＝√(gR) と求めら
れる。

●問題Ⅲ-2
正解は③
10Ωと5Ωの抵抗を並列接続したときの合成抵抗Rは、1/R＝1/10＋1/5＝3/10 より、R＝
10/3≒3.33Ω となる。

●問題Ⅲ-3
正解は②
アルキメデスの原理により、水中の物体が受ける浮力の大きさは、物体が排除した流体（
水）の重力に等しい。排除した水の質量は密度βと体積Vの積βVであり、重力加速度gを
乗じたβVgとなる。

●問題Ⅲ-4
正解は④
電荷q＝-2Cを電界に抗して外力がゆっくり移動させた仕事W＝80Jより、電位差の大きさは
V＝W/|q|＝80/2＝40V である。一様な電界Eの大きさは、電位差を極板間距離d＝0.1mで除
して E＝V/d＝40/0.1＝400V/m となる。

●問題Ⅲ-5
正解は⑤
金属の室温における電気抵抗率は、一般に10^-8〜10^-6Ω・m（10^-6〜10^-4Ω・cm）程
度である。10^2〜10^4Ω・cmとする記述は半導体や絶縁体に近い値であり誤りである。

●問題Ⅲ-6
正解は①
熱平衡後の温度をT [℃] とすると、水が得た熱量と金属球が失った熱量は等しい。100×
4.2×(T−25)＝100×0.42×(80−T) より、10(T−25)＝80−T、11T＝330 となり、T＝30℃ と
算出される。

●問題Ⅲ-7
正解は②
凸レンズの焦点の「外側」（ア）に物体を置くと反対側に倒立の「実像」（イ）が生じ、
像の光軸からの向きは物体と「反対」（ウ）になる。拡大鏡として使う際は焦点をレンズ
に「近い」（エ）位置（焦点の内側）に置くことで正立の「虚像」（オ）を観察する。

●問題Ⅲ-8
正解は①
ボイルの法則により、温度が一定のとき、一定質量の気体の体積は圧力に「反比例」す
る。圧力に比例するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-9
正解は②
半減期が30年の放射性核種は、90年間（半減期の3倍の期間）で (1/2)^3＝1/8 に減少す
る。

●問題Ⅲ-10
正解は③
二酸化炭素（CO2）は窒素（N2）に比べて分子量が大きく分子間引力も強いため、標準状
態において理想気体からのずれは二酸化炭素の方が大きい。二酸化炭素の方がずれが小さ
いとする記述は誤りである。



●問題Ⅲ-11
正解は②
メタン（CH4）は正四面体構造を持つ無極性分子であり、炭素と水素の電気陰性度差も小
さいため、分子間に水素結合を形成しない。極性が強く水素結合が生じる記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-12
正解は①
アルミニウムは両性金属であり、酸だけでなく水酸化ナトリウムなどの強塩基（水酸化ア
ルカリ）水溶液とも容易に反応し、水素を発生してテトラヒドロキシドアルミン酸塩を生
じて溶解する。

●問題Ⅲ-13
正解は④
通電した電気量は 100A×965s＝96,500C＝1.00mol の電子に相当する。鉛蓄電池の放電反
応（Pb＋PbO2＋2H2SO4→2PbSO4＋2H2O）より、1.00molの電子の通過でH2SO4が1.00mol（
98g）消費され、H2Oが1.00mol（18g）生成する。残存H2SO4は 300−98＝202g、電解液全量
は 1000−98＋18＝920g となり、濃度は 202/920×100≒22.0% である。

●問題Ⅲ-14
正解は②
体心立方格子（BCC）の単位格子中の原子数は2個である。単位格子の体積は (0.29×10^-
7)^3≒2.44×10^-23cm³、格子内の質量は (2×52)/(6.0×10^23)≒1.73×10^-22g とな
り、密度は 1.73×10^-22÷(2.44×10^-23)≒7.1g/cm³ となる。

●問題Ⅲ-15
正解は②
ボルン・ハーバーサイクルより、生成熱Qは 格子エネルギー(788)＋電子親和力(354)−昇
華熱(108)−解離熱の半分(121.5)−イオン化エネルギー(502)＝410.5kJ/mol の発熱とな
り、生成エンタルピー表記では -411kJ/mol である。

●問題Ⅲ-16
正解は④
手順IでAg+がAgClとして沈殿、手順II（酸性下の硫化物沈殿）でCu2+がCuSとして沈殿、
手順III（弱塩基性下の水酸化物沈殿）でFe3+がFe(OH)3として沈殿する。手順IV（塩基性
下の硫化物沈殿）で沈殿・ろ別されるのはZn2+（ZnS）である。

●問題Ⅲ-17
正解は②
求核剤は非共有電子対を持ち電子不足な原子に電子対を提供する化学種である。OH⁻、Cl⁻
、H2Oは求核剤であるが、H⁺は電子を持たず空軌道を持つ求電子剤であるため、求核剤と
する記述は誤りである。

●問題Ⅲ-18
正解は④
CCS（二酸化炭素の回収・貯留）では、化学吸収法（アミン類）や膜分離等によるCO2の分
離回収、帯水層貯留や石油増進回収（EOR）への圧入が行われる。界面活性剤は直接的な
関係が最も薄い。

●問題Ⅲ-19
正解は⑤
地盤中の弾性波速度（P波速度）は含水状態に強く依存し、特に未固結土層では間隙が水
で飽和するとP波速度が乾燥時の数百m/sから水中の音速（約1,500m/s）近くまで急激に上
昇する。変化しないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-20
正解は①
反射法地震探査における最大オフセット距離（起振点と受振点の間隔）は、通常は目的と



する探査深度と同程度（1倍程度）に設定される。探査深度の2倍程度とする必要はない。

●問題Ⅲ-21
正解は③
サンプリング定理により、アナログ信号を離散化（デジタル化）する際には、信号に含ま
れる最高周波数の「2倍以上」のサンプリング周波数で標本化しなければエイリアシング
（折り返し雑音）が発生する。

●問題Ⅲ-22
正解は③
CSAMT法のニアフィールド効果は、送受信間距離が表皮深度に比べて短く平面波近似が崩
れる現象であり、地下が高比抵抗で表皮深度が大きい場合に発生しやすい。低比抵抗の基
盤で現れやすいとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-23
正解は④
比抵抗（電気抵抗率）は物質固有の電気的性質を示す物理量であり、単位は「Ω・m」で
ある。Ω・m³ とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-24
正解は②
地下水の水質は、起源となる降水・地表水の成分、涵養・流動過程で接触する帯水層の構
成岩石・地層の鉱物組成や化学反応、酸化還元状態等の環境条件に強く影響される。

●問題Ⅲ-25
正解は⑤
地球上の水資源量において、河川水量は約2,000km³程度であるのに対し、大気中の水蒸気
量は約13,000km³程度であり、大気中の水蒸気量の方が河川水よりはるかに多い。

●問題Ⅲ-26
正解は①
地球に入射する太陽放射エネルギーのうち、雲や大気粒子による散乱・反射および地表面
による反射を合わせた約31%が宇宙空間へ反射される（地球のアルベドは約0.31）。

●問題Ⅲ-27
正解は④
原始地球大気の主成分であった高濃度の二酸化炭素は、海洋形成後のケイ酸塩鉱物の風化
に伴う炭酸塩（石灰岩等）としての沈殿固定や、光合成生物による有機炭素固定によって
現在の大気濃度まで減少した。

●問題Ⅲ-28
正解は④
花崗岩は石英、斜長石、アルカリ長石、黒雲母、角閃石等から構成される珪長質の火成岩
（深成岩）である。かんらん石は玄武岩や斑れい岩、かんらん岩などの苦鉄質・超苦鉄質
岩を特徴づける鉱物である。

●問題Ⅲ-29
正解は④
黒鉱鉱床は、中新世の海底酸性火山活動に伴う熱水噴出により形成された海底火山性塊状
硫化物（VMS）鉱床である。熱による再結晶作用（接触変成作用）によって形成された鉱
床ではない。

●問題Ⅲ-30
正解は④
海洋地殻は中央海嶺（発散型境界）におけるマントル上昇・マグマ固結によって形成さ
れ、プレート運動により運ばれて海溝（沈み込み帯）からマントル内へ沈み込む。海溝で
形成されるとする記述は誤りである。



●問題Ⅲ-31
正解は④
14C（放射性炭素）の半減期は約5,730年であり、数百年から約5万年前までの貝化石や木
片などの有機物試料の年代決定に最も適している。

●問題Ⅲ-32
正解は⑤
活断層による内陸地殻内地震の活動間隔（再来周期）は、日本で最も活動度が高いA級活
断層（平均変位速度1m/千年）であっても約1,000年に1回程度であり、一般には数千年か
ら数万年に1回である。

●問題Ⅲ-33
正解は②
地すべりは地質構造に強く支配され、地層の傾斜方向と斜面勾配が一致する「流れ盤構
造」や背斜翼部、キャップロック構造などの境界部において極めて発生しやすい。発生し
にくいとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-34
正解は①
圧密試験は主に粘性土の圧縮性、沈下量および圧密速度（体積変化特性）を評価する室内
土質試験であり、地盤のせん断強度特性を求める他の力学試験やサウンディング試験に比
べて強度特性との関係性が最も薄い。

●問題Ⅲ-35
正解は②
震源断層は、地震時に地下深部で断層破壊やすべりを生じさせた断層面そのものを指す。
地震に伴って地表面に出現した断層変位は「地表地震断層（地震断層）」と呼ぶ。




